
広島県平和推進プロジェクト・チームお問い合わせ
chiheiwa＠pref.hiroshima.lg.jp

082-513-2368
2017  ひろしまラウンドテーブル詳しくは

広島県ＨＰより082-228-1614FAX

7 月７日、核兵器禁止条約が採択され、国際社会は核兵器廃絶へ向けた新たな一歩を踏み出そうとしています。
他方で、条約交渉会議には、核兵器国や「核の傘」に依存する国が参加を見送ったことから、核兵器国と
非核兵器国の間の溝が深まり、核軍縮が停滞することも懸念されています。今こそ県民の皆さんをはじめ
としたあらゆる主体が知恵と力を結集して、核兵器に頼らない安全保障を模索し、国際社会の分断を乗り
越える道筋を描く必要があります。このシンポジウムでは、広島に集った核軍縮・安全保障専門家が「ひろ
しまラウンドテーブル」の議論を踏まえ、「核兵器のない世界」に向けた取り組みについて意見交換を行います。
是非ご参加いただき、「核兵器のない世界」を実現するための具体的方策について共に考えていきましょう。

入場無料 １００名定員

※原則事前申し込みが必要です。詳しくはウラ面へ。
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本通り

国際平和シンポジウム国際平和シンポジウム
～核兵器に頼らない安全保障の構築に向けて～

広島国際会議場 B2F「コスモス」

広島県が平成23年に策定した「国際平和拠点ひろしま構想」に掲げる「核兵器廃絶のロードマップ支援」の具体化に向けて
開催する、東アジアの核軍縮・軍備管理に焦点を当てた多国間協議です。日、豪、中、韓、米の核軍縮・国際関係の
専門家・実務家が集い、平成25年度から開催しており、今回で5回目を迎えました。[開催日]８月１日（火）・２日（水）
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（パネリストは変更となる場合があります。）



お　名　前

職　業　等

（　　　　　　　 ）　   　　　　　 －電 話 番 号

メールアドレス

〒730-8511 広島市中区基町 10-52
広島県 地域政策局 平和推進プロジェクト・チーム 「国際平和シンポジウム」係
まで太枠内に必要事項を記入の上ご郵送ください。

メールアドレス：chiheiwa@pref.hiroshima.lg.jpまで
太枠内の必要事項を記入の上、件名を「国際平和シンポジウム」として送信してください。
※ 参加申込書（word形式）はホームページからもダウンロードできます。

太枠内に必要事項を記入の上、082-228-1614まで送信してください。F A X
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電 子 申 請

会社員・公務員
高校生（学校名：　　　　　　　　　　　　　　）
大学生（学校名：　　　　　　　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

教職員（　　高校　　大学 ） 自営業

＠

※ 該当するものにチェックを付けてください。

※ 入場券等は発行いたしませんので、申し込みをされた方は当日直接会場までお越しください。

※ 個人情報の保護に関する法律および広島県個人情報保護条例に基づき、ご記入いただいた個人情報はこの事業の
　 目的にのみ使用し、それ以外の目的で使用したり、外部に提供したりすることはありません。

番号はお間違えないようご注意ください。

2017   ひろしまラウンドテーブル広島県HPより

・携帯電話、スマートフォンからは、右のＱＲコードから申請できます。
・パソコンの方は上記ホームページからアクセスしてください。

082-228-1614FAX

いずれかの方法により、期限までにお申し込みください。 

国際平和シンポジウム 参加申込書

申込期限　平成 29 年 7月31日（月）必着

携帯電話用 スマートフォン用
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